
看護教育委員会 letter No２ H２８年 12 月 24 日 

平成 2８年度が、始まって「あっ!!」と言う間に師走の年末、クリスマスでお正月です(~_~;) 

早い、早すぎる…。病棟編成やら、なんやら、かんやらで、慌ただしい毎日が過ぎて行く中 

教育対象者は荒波にもまれながら、日を追うごとに逞しくなってきています。 

指導の立場にある委員の皆様も、中堅キャリア NS として成長しているでしょうか？ 

教育対象者がおかれている部署の状況やスタッフの理解、協力など委員として力を奮って頂く場

面も多いはず。「現場で育てる。現場も育つ。」「共育」といった視点で振り返って、そろそろ次

年度の事も考えないといけない時期がやって参りました。 

前回の委員会で話した通り、「委員会の活動内容に関するリサーチ」を行いたいと思います。 

教育は、やっぱり「共育」であり指導する側も、教える事によって成長するのです。 

下記の図は、ラーニングピラミッドと言って学習方法による記憶の定着率を表したものです。 

「他の人に教える」ということが、最も高い学習効果が得られると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

委員の皆さんも、今年度教育委員として 

対象の指導にあたり、知識やコミュニケーションなどの 

スキルアップに繋げられたのではないでしょうか。 

 

 

 

  

【来年のスケジュール】 

□ケースまとめ①＞1/7 ケースまとめ②＞1/21 ケースまとも③＞2/4 最終提出＞2/18 

ケース発表＞2/25 

□委員会＞1/28 2 月未定ですが、やります！ 3/3 最終の委員会になります。 

□フォローアップ＞3/4 

□広報誌＞年度末最終発行     

以上の予定ですが、1 月・2 月の委員会では振り返りと次年度計画の両方を行っていくため 

ちょっとバタバタしますが…よろしくお願いします！       看護教育委員会委員長  龍崎 
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